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北広島市が提案するボールパーク構想 
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ファイターズ及びボールパークの存在は、北海道のランドマーク。 
北広島市においても、まちの誇りや生きがい（希望）、新たな人の流れやスポーツ産業・スポーツ文
化の発展（交流・成長）などをもたらし、めざす都市像の実現に大きく寄与。 

基本理念 

北広島市では、1970年度に総合計画を策定して以来、「自然と創造の調和した豊かな都市」をまちづく
りのテーマとしており、めざす都市像として、つぎの３つを設定しています。 

希望都市 子どもと若者がお年寄りとともに希望を育むまち 
交流都市 市民が多様に活動し、産業と文化が栄えるまち 
成長都市 緑を大切にし、着実に成長し続けるまち 

野球場を単なる体育施設・スポーツ施設ではなく、スポーツを核としたアミューズメント空間として、
まちづくりの中心と位置づけ、ファイターズの企業理念でもあるSportsCommunityを共に創造。 

北海道のランドマークとしてのボールパーク 

Sports Communityの共創 
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コンセプト 

希望を”つむぐ” 

ファイターズとボールパークが身近に存在することで、応援する喜び、まちの誇りなど、新
たな生きがいが生まれる。 
スポーツが日常的なものとなり、子どもの健全な成長や平均寿命・健康寿命の延伸などによ
り、道民・市民の希望をつむぐ。 

人が”つどう” 

未来へ”つなぐ” 

交通アクセスに優れた北広島市にエンターテイメント性の高いボールパークがあることによ
り、道内はもとより、全国やアジアなど海外も含めた新しい人の流れを創出。 
北海道のランドマークとして、世界・国内・道内・市内から多くの人がつどう。 

ファイターズは北海道・北広島市の「公共財」であるという認識のもと、ファイターズに
よってもたらされる「価値と機会」を活用。 
ファイターズとの恒常的な協働・連携関係を築き、プロスポーツと共生する新しい北海道・
新しい北広島を未来へつなぐ。 

基本理念及びまちづくりの方向性を踏まえ、つぎの３つのコンセプトを設定します。 
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候補地周辺及び駅からのグランドデザイン 

ボールパークに直結する新駅を誘致し、利便性を確保します。 
新たな人の流れ・需要に対応するため、ＪＲ北広島駅周辺の再開発を行います。 
市街地（日常）とボールパーク（非日常）のコントラストを演出します。 

駅周辺再開発 
北広島団地の再生・にぎわいの創出 

新 駅 

ボールパーク 

北広島レクリエーションの森 

JR北広島駅 
新たな人の流れ 

（出所：写真データ  Google、ＺＥＮＲＩＮ） 
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北広島市が提案するボールパーク構想① 

郊外でありながら交通利便性に優れた立地環境や広大な空間・地形を生かし、スタジアムを核としつつ、
北海道を体感できる豊かな自然や商業施設等の併設、さらにはレクリエーションの森との一体運営など、
野球以外にも多様なコンテンツを提供します。 

ボールパークイメージ 

スタジアム 

ホテル 

ショッピングモール 

バスターミナル 

サブ球場 

芝生 
ひろば 

森のキャンプ場 

駐車場 

駐車場 

池 

ゴーカート 

吊り橋 

ショッピングモール 

芝生 
ひろば 
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北広島市が提案するボールパーク構想② 

プロスポーツ
を堪能 

非日常空間
を楽しむ 

自然まるご
と体感 

一年を通じて、一人でも家族連れでも楽しめるとともに、“ずっと居たい”、“また行きたい”と、ときめ
きを感じていただける、総合的なアミューズメント空間を創造します。 

北で広がる夢がある！ときめきのアミューズメントフィールド 

春 
夏 

秋 

冬 
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オープン戦 ペナント 
開幕 

交流戦 オール 
スター 

天王山 CS 日本  
シリーズ 

球団  
イベント 

オフ 
シーズン 

北広島市が提案するボールパーク化構想③ 

買い物・食事など 

ボールパーク内での野球以外のアクティビティの提供により、来場者の滞留時間を増加させます。 
季節に応じたコンテンツを提供。特に北海道ならではの、冬のコンテンツを充実させます。 

レクリエーションの森開園期間 

グランピング 
キャンプ 
バーベキュー 
花火 
アスレチック 

スキー・クロスカントリー 
スノーボード 
スノーモービル 
かまくら 
イルミネーション 
冬キャンプ 

花見 
ハイキング 
バーベキュー 
森林浴 
アスレチック 

紅葉狩り 
ハイキング 
アスレチック 
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ボールパークがもたらす新たな潮流 
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結節点・人の流れの起点としてのボールパーク 

優れたアクセス環境とボールパークの魅力発信により、人の流れを大きく変えていきます。 
スポーツ産業、スポーツ文化、人的・物的交流の中心として北海道のランドマークを目指します。 

ボールパークから世界へ、新しい魅力の発信 

世界・国内・道内・市内からボールパークへ新たな人

の流れ 

（出所 地図データ Google、INEGI） 
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ボールパークがもたらす未来に向けて 

１．小さなまちの挑戦！～北広島市だからできること、心ときめくまちへ～ 

北広島市でボールパークが実現すると、12球団で最も小さな本拠地球場の所在地となります。 
北広島市にとってのボールパークは、まちの中心となる存在であり、ボールパークの創造は、まちづくり
そのものといっても過言ではありません。 
小さなまちだからこその、意思決定のスピード、緊密なコミュニケーション環境、球団と市民との一体感
などの強みを発揮し、ファイターズと北広島市が目指す理想を共に実現するため、「Win Win」の関係を
構築します。 

２．極上空間の創造！～日本が、北海道が、そして北広島市が世界に誇るボールパークへ～ 

北広島市が提案するボールパークは、娯楽、教育、交流、癒しなど、人々に夢や希望、生きる力をもたら
す、心ときめくコンテンツを凝縮したものです。 
「日本」の中の「北海道」の中の北広島市にあって、日本人の感性や北海道ならではの環境、本市の特性
と世界水準のコンテンツを融合し、ここでしかできない、「世界初のボールパーク」を目指します。 

3．共に成長！～新しいスポーツ都市へ～ 

ファイターズとボールパークを核としたスポーツ産業・スポーツ文化を創出します。 
希望と活力に満ち、人々が交流し、ファイターズと共生しながら成長する新たな時代のスポーツ都市を創
造します。 
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